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１　現状と課題

２　事業目的

３　事業目的を達成するための取組

事業番号 04 06 02 事業改善シート（令和８年度実施事業分） □当初要求　■当初予算案 　□補正予算案　□点検

・ニューロダイバーシティ（神経学的多様性）の考え⽅の企業への普及啓発や、発達特性等の困難を抱える若者の社会的⾃⽴、就
労促進・定着を⾏うため、「ニューロダイバーシティ推進員」を配置
・発達障がい者及びその家族への相談支援、支援関係者に対する研修、普及啓発等を実施するため、発達障害者支援法に基づく発
達障害者支援センターを運営
・発達障がい者が⾝近な地域でライフステージに合わせた切れ目のない支援が受けられるよう、「発達障がいサポート・マネージャー」を配
置
・発達障がい者支援体制の検討のため、⻑野県発達障がい者支援対策協議会を開催

⑤⼦どもや若者への⽀援
・⼤学等への進学希望を応援するため、将来有望な若者に対して給付型奨学⾦を支給
・【拡】若者の交流と社会参画を促進するため、「信州若者みらい会議」の共通テーマとして「ユースカウンシル設⽴」を掲げ、設⽴に向け
た取組を加速化させるとともに、ユースワーカー交流会の開催等により、県内へのユースセンターの設置拡⼤を支援

・本県における不登校児童⽣徒は増加傾向にあり、⺠間施設を利⽤する児童⽣徒も増加しているが、⺠間施設の財政基盤が脆弱で
あり学校と⽐較して⼦どもの学びの充実を図ることが困難。また、困難を有する⼦ども・若者支援として、⼦ども・若者の将来を⾒据えた
支援機関同⼠の連携を更に進める必要がある。
・信州こどもカフェは県下224か所（R7年3⽉）と前年⽐で増加したが、約３割の町村には未設置であり、⾝近な地域の居場所として
はまだ不⾜している。
・県内にも⼀定数のヤングケアラーが存在することから⼦ども・若者に関わる関係機関が連携して、いち早い当事者の把握・具体的な支
援を⾏う必要がある。

⻑野県の全ての⼦ども・若者が健やかに育つことができ、また支援を必要とする⼦ども・若者を支えることができる社会の実現を目指す。

①⻘少年の健全育成の推進

・【拡】困難を有する⼦ども・若者が社会的⾃⽴に向けた支援を受けることができるよう、⼦ども・若者育成支援推進法に基づく「⼦ども・
若者総合相談センター」を県内３圏域に設置・運営
・困難を有する⼦ども・若者の⾃⽴支援の場の確保や社会参加促進のため、「困難を有する⼦ども・若者の専門的な⾃⽴支援の場応
援事業」を運⽤
・不登校児童⽣徒の学校以外の学びの場の創出に重要な役割を果たしているフリースクール等⺠間施設の運営を支援するため、「信
州型フリースクール認証制度」を運⽤
・ヤングケアラーの支援体制整備のため、相談窓⼝設置やコーディネーター配置、⼀般県⺠向けの講演会等の開催、外国語対応通訳
派遣支援等の運⽤
・発達に特性を持つ⼦ども・若者の教育相談体制強化のため、教育相談窓⼝を設置
・【拡】通信制⾼校サポート校等を利⽤する住⺠税非課税世帯及び低中所得世帯の⽣徒の経済的負担軽減のため、利⽤料の⼀部
を助成

④発達障がい者への⽀援

・⻘少年の健全育成のため、性被害防⽌やインターネット適正利⽤等を目的とした普及啓発を推進
・⼦どもの相談体制の確保のため、「チャイルドライン」の活動を支援
・沖縄県との交流連携協定に基づいて⼦ども・若者の交流を充実させるため、両県の若者同⼠が⾃然・歴史・⽂化などを学びながら両
県の若者が交流する機会を提供

②⼦どもの居場所づくりの推進
・【拡】⼦どもの居場所の普及拡⼤のため、「信州こどもカフェ」の運営への補助を実施
・【新】信州こどもカフェの⽴上げや相談、⼈材育成、地域ネットワークの強化などの活動の継続等を推進するため、「信州こどもカフェサ
ポートセンター」（仮称）を設置・運営

E-mail jisedai pref.nagano.lg.jp
事　業　名 ⼦ども・若者育成⽀援事業 部局 県⺠⽂化部こども若者局 課・室 次世代サポート課

実施期間 S28 〜

③困難を有する⼦ども・若者への⽀援



４　成果指標 （推移の凡例　↗︓改善　↘︓悪化　→︓変化なし　ー︓数値なし）

５　本事業が貢献する総合５か年計画の施策分野と達成目標

６　事業コスト （単位︓千円、⼈）

職員数前年度繰越 当初予算 補正予算等 合計
（予算現額） うち⼀般財源

12.0

12.0

要求 510,994 510,994 338,549

区分
予算額

決算額

R8年度
予算案 472,372 472,372 295,505

R7年度 30,072 422,404 261,508 713,984 280,068 12.0
R6年度 4,349 314,199 20,324 338,872 182,182 292,634

実績 実績 推移
R8年度
目標値

⼦ども・若者が夢を持てる社会の創造

⼦ども・若者が夢を持てる社会の創造

⼦ども・若者が夢を持てる社会の創造4-1②

No.

4-1②

4-1②

施策分野（施策の総合的展開名）

達成
状況 目標値設定理由R7年度

⾒込 推移
単
位

R5年度 R6年度No. 指標名

191

年／
年度 数値

2024
(R6) 77

2024
(R6) 224

直近３か年/年度分の状況
年／
年度 数値

2023
(R5) 58

2023
(R5) 218

目標
年／
年度 数値

2027
(R9) 77

2027
(R9) 270

2022
(R4) 50 2027

(R9) 772024
(R6) 542023

(R5) 52

達成目標（☆印は主要目標）

ヤングケアラー支援ネットワーク体制を構築している
市町村数

☆信州こどもカフェ設置数

☆信州こどもカフェ設置市町村数

2022
(R4)

要求からの
主な変更点

・信州こどもカフェ運営支援事業の補助⾦の精査による減額
・⼦ども・若者総合相談事業の委託料及び信州型フリースクール推進事業の補助⾦の精査による減額
・多様な発達特性を有する若者の就労促進事業の委託料の精査による減額
・⻑野県⼤学⽣等奨学⾦事業及び若者交流・社会参画促進事業の委託料の精査による減額

年／
年度 数値

2022
(R4) 1

単
位

市町村

か所

市町村

⼦ども・若者支援総合計画において5年間の延べ参加者数を6
万⼈にすることが目標であるが、早期の達成が⾒込まれるため、こ
れまでの実績を踏まえて、R8年度は18,000⼈を目標とする。

R7年度の信州こどもカフェ（約200箇所）のうち、の4割以上の
参加を目標とする。

困難を抱える⼦ども・若者（要支援者）に対する、関係機関の
効果的な連携支援を推進するため、９割以上を目標とする。

R11年度に累計受講者数20,000⼈を目指すため、１年で受
講者数412⼈を目標とする。

⽇本学⽣支援機構給付奨学⾦における同様の設問における回
答（R3）が59.9％であることから、６割以上を目標とする。
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地域における⼦どもの性被害防
⽌等のための研修会の参加⼈数

県が主催する信州こどもカフェに
関する研修会参加者数
⼦ども・若者総合相談センター及
び⼦ども・若者支援地域協議会
における要支援者の支援完了及
び継続者の割合
発達障がい者サポーター養成講
座の受講者数

奨学⾦が進学の後押しになったと
回答した者の割合



4

R8年度
当初予算

R7年度
当初予算

R6年度
当初予算

予算案

事　業　名 ⼦ども・若者育成⽀援事業
事業番号 04 06 02 細事業⼀覧（令和８年度実施事業分） □当初要求　■当初予算案 　□補正予算案　□点検

3

1

細事業
No. 細事業名

⻘少年の健全育成事業

No.

1

要求
千円

20,485 28,303

千円 千円

28,680
29,998

部局 県⺠⽂化部こ
ども若者局 課・室 次世代サポート課

令和８年度実施内容（予定）（上段︓事業概要、下段︓活動によるアウトプット）

・⻘少年健全育成運動を⾏う⻑野県将来世代応援県⺠会議に対し、補助⾦
（⻘少年サポーター設置事業、⼦どもの性被害予防のための取組支援事業、⻘少
年インターネット適正利⽤推進協議会事業、沖縄県との若者交流事業、⻘少年健
全育成⼤会など）の交付を⾏う。
・⻑野・沖縄両県の若者が参加し、⾃然・歴史・⽂化などを学びながら、若者同⼠が
交流する機会を提供する。
補助⾦交付先︓⻑野県将来世代応援県⺠会議

⻘少年健全育成⼤会の開催 １回、性被害予防・情報モラル研修会補助 186件

⼦ども・若者支援に関する総合的な計画及び⼦どもを性被害から守るための取組に
ついて審議する。

開催回数 1回

⼦ども・若者育成支援推進本部による県⺠運動の推進や、⼦どもを性被害から守る
ための啓発物品を作成し、周知啓発を⾏う。

街頭啓発リーフレット等作成 20,000部

補助⾦

直接

細事業を構成する主な取組

⻑野県将来世代応援県⺠会議（⻘
少年育成事業）補助事業

⻘少年問題協議会開催事業

健全な社会環境づくり事業

実施⽅法

31,308
要求 34,788

千円 千円 千円

細事業
No. 細事業名 R6年度

当初予算
R7年度

当初予算
R8年度

当初予算

2 ⼦どもの居場所づくり推進事業 12,170 12,984
予算案

直接

2 チャイルドライン支援事業

18歳までの⼦どもが架ける相談電話「チャイルドライン」の活動を支援することで、県
内の⼦どもたちの声に寄り添える体制の強化を図る。
補助⾦交付先︓⻑野県チャイルドライン推進協議会補助⾦

補助対象 １団体、　補助額 3,809千円

支援対象(こどもカフェ)135団体、(地域プラットフォーム)10団体

2 信州こどもカフェサポートセンター（仮
称）運営事業

【新】
・資⾦調達、⾷材等の物資及びボランティア等の調整支援
・SNS等を通じた信州こどもカフェに関する情報の収集・発信
・こどもカフェの⽴上げ、運営、応援⽅法に関する総合相談窓⼝の設置
・全県ネットワークの構築及び連携会議等の開催による運営支援

委託

コーディネーターの配置　2名

No. 細事業を構成する主な取組 実施⽅法 令和８年度実施内容（予定）（上段︓事業概要、下段︓活動によるアウトプット）

1 信州こどもカフェ運営支援事業
・【拡】信州こどもカフェの運営費を補助する。補助⾦



No.

4

6

4

225,533

細事業
No. 細事業名 R6年度

当初予算
R7年度

当初予算
R8年度

当初予算

3 困難を有する⼦ども・若者⽀援事業 150,735 217,382
予算案

要求 254,496
千円 千円 千円

No. 細事業を構成する主な取組 実施⽅法 令和８年度実施内容（予定）（上段︓事業概要、下段︓活動によるアウトプット）

1 ⼦ども・若者総合相談事業

【拡】困難を有する⼦ども・若者が社会的⾃⽴に向けた支援を受けることができるよ
う、⼦ども・若者育成支援推進法に基づく「⼦ども・若者総合相談センター」を県内
３圏域で運営委託

⼦ども・若者総合相談センターの設置　３地域（北信、中信、東信）

3 発達障がいのある⼦ども・若者の教育
相談支援事業

専⽤相談窓⼝を設置して専門知識を有するコーディネーターを配置し、⼀般県⺠向
けシンポジウム等の開催、外国語対応通訳派遣支援等幅広にヤングケアラーへの支
援を⾏う。委託

私⽴⾼校等の教員の発達障がいに対する理解向上や、発達障がい等による困難さ
を理由に中途退学した者への相談支援のため、専門相談員を派遣委託
教育相談窓⼝の設置　１団体

2 困難を有する⼦ども・若者の専門的な
⾃⽴支援の場応援事業

困難を有する⼦ども・若者の⾃⽴支援の場の確保や社会参加促進のため、⾃⽴支
援の場等の運営する⺠間団体に対して⼈件費を補助補助⾦
補助件数　６団体、補助額　12,000千円

専⽤相談窓⼝の設置等　1団体

5 信州型フリースクール推進事業
直接 不登校児童⽣徒の学校以外の学びの場の確保・充実のため、「信州型フリースクー

ル認証制度」を運⽤し、フリースクール等⺠間施設の運営を支援委託
補助⾦ 補助件数　60箇所、補助額　89,117千円

通信制⾼校サポート校等就学支援事
業

【拡】通信制⾼校と連携する教育施設（サポート校等）に通う住⺠税非課税世帯
及び低中所得世帯の⽣徒への支援を⾏う。補助⾦
支給対象　356⼈

4 多様な発達特性を有する若者の就労
促進事業

ニューロダイバーシティ（神経学的多様性）の考え⽅の企業への普及啓発や、発達
特性等の困難を抱える若者の社会的⾃⽴、就労促進・定着を⾏うため、「ニューロダ
イバーシティ推進員」を配置委託

ニューロダイバーシティ推進員の配置　２名

3 発達障がい者支援体制整備事業

乳幼児期から成⼈期までの各年代を通して、発達障がい者に適切な支援が提供で
きる支援体制のあり⽅を検討するため、医療、福祉、教育、⾏政等の関係者による
「⻑野県発達障がい者支援対策協議会」を開催直接

発達障がい者支援対策協議会の開催　本会２回

細事業を構成する主な取組 実施⽅法 令和８年度実施内容（予定）（上段︓事業概要、下段︓活動によるアウトプット）

1 発達障がい情報・支援センター事業
発達障害者支援法に基づく発達障害者支援センターを運営し、発達障がい者及び
その家族への相談支援、支援関係者に対する研修、普及啓発等を実施委託
発達障害者支援センターの設置　１か所

発達障がい者⽀援事業 79,666

2 ⻑野県発達障がいサポート・マネー
ジャー配置事業

発達障がい者への支援体制整備のため、発達障がい者支援に関して知識と経験を
有する「⻑野県発達障がいサポート・マネージャー」を配置委託
発達障がいサポート・マネージャーの配置　10圏域

92,062
予算案 94,101
要求 95,601

千円 千円 千円

細事業
No. 細事業名 R6年度

当初予算
R7年度

当初予算
R8年度

当初予算

ヤングケアラー支援対策推進事業



細事業
No. 細事業名 R6年度

当初予算
R7年度

当初予算
R8年度

当初予算

新規奨学⽣への奨学⾦の給付　40名　　奨学⽣交流会の開催　１回

2 若者交流・社会参画促進事業

【拡】「信州若者みらい会議」の共通テーマとして「ユースカウンシル設⽴」を掲げ、R9
年度の設⽴に向けた若者による主体的な検討を支援するとともに、ユースワーカー交
流会の開催等により県内へのユースセンターの設置拡⼤を支援委託

信州若者みらい会議４回、信州みらいフェス１回

千円
No. 細事業を構成する主な取組 実施⽅法 令和８年度実施内容（予定）（上段︓事業概要、下段︓活動によるアウトプット）

1 ⻑野県⼤学⽣等奨学⾦事業

直接 将来有望な若者の⼤学等への進学を応援するため、給付型奨学⾦の支給を⾏うと
ともに、将来的に様々な形で⻑野県への貢献を志す奨学⽣が在学中から⻑野県と
関わる機会を設ける。委託

5 ⼦ども・若者⽀援事業 51,143 71,673
予算案 92,750
要求 96,111

千円 千円


